
岐阜県森林技術開発・普及コンソーシアム 活動紹介 かわら版 

 
コンソーシアムの活動状況を知っていただくため、不定期でかわら版を発行しますのでご一読ください。 

 

● 岐阜県知事への要望活動を実施しました 

去る12月19日（火）に岐阜県庁において、岐阜県森

林技術開発・普及コンソーシアムから岐阜県知事に対

して、要望活動を実施しました。 

早川県議会議員の挨拶の後、涌井理事長から知事へ

要望書を手渡し、各分野を代表して林業関連５団体の

会長から、下記の項目について要望内容の説明が行わ

れました。 

古田知事からは、「コンソーシアムとして川上から川

下までバランスの取れた林業政策をやっていくベース

ができてきているということでありがたく思っている。

行政としてもバランスの取れた政策体系を構築してい

きたい」、「人材育成、森林整備、木材産業の振興まで、

問題意識はほぼ同じ。財源をいかに振り分けるか知恵

を絞りたい」など、コメントをいただきました。 
 

■提案・要望項目 

1.人材の育成と活用 

○市町村の林業行政への支援強化 

○担い手育成に関する予算の確保 

○人づくりを担う「木の 

ふれあい館（仮称）」の整備 

2.森林整備及び木材生産の推進 

○ニホンジカ等による森林被害 

防止の総合的な対策の充実 

○間伐・主伐・再造林の推進 

○木材生産の効率化 

3.木材産業の活性化 

○木材の安定供給及び、 

製材工場の体制強化 

○多様な分野への木材利用の推進 

○新製品・新技術の開発促進 

 

● 森林文化アカデミーの学生向け企業説明会（ランチミーティング）を実施しています 

県内の有効求人倍率が1.83（岐阜労働局調べ）と高

い数値が示すとおり、企業側の求人は厳しい状況にあ

ります。このような中、会員企業から森林文化アカデ

ミーの学生に向けた企業説明会の開催要望があった

ことから、特別会員・一般会員を対象に、昼食をとり

ながらのランチミーティングを実施することとなり

ました。 

これまでに２回開催し、学生からは具体的な仕事の

内容や勤務条件などの質問がある一方、企業からは新

入社員に求める姿が紹介されるなど、熱心に意見交換

が行われました。 

今後も２月にかけて、合計10社程度の企業、延べ35

名以上の学生が参加して開催する予定です。来年度も

継続して開催する予定としていますので、参加希望等

がありましたら、事務局までご連絡ください。 
 

コンソーシアムで取り組んでほしい活動などありましたら、事務局までお気軽にご連絡ください。 
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